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1．はじめに 

スヌーズレン（Snoezelen）とは，光，音，香り，触感

などの適度な感覚刺激を組み合わせることで，リラク

ゼーションや集中力の向上，コミュニケーションを促す

療育法の一つです。マルチセンサリー（多感覚刺激）を

使うことで障害を持つ子どもたちの注意力やコミュニ

ケーションが向上し 1)，過緊張が緩和する 2)などの効果

が確認されており，教育現場での導入に関心が高まって

います。しかし，感覚刺激に対する反応には個人差が大

きく，障害の多様性が増している中で，教員の主観が頼

りの現場における活用では，評価手法は十分に確立され

ていません。そのため，客観的データに基づく根拠のあ

る空間づくりが課題となっています。 

当社は，これまで培ってきた建築や ICT などの技術を，

新たな分野で活用する取り組みを進めています。本稿は，

その一環として，教育や療育の分野における活動をご紹

介します。 

 

2．目的 

本取り組みでは，特別支援学校の課題解決として，脳

性まひを持つ肢体不自由児を対象に，スヌーズレン空間

における教材の効果を検証します。この検証では，生体

センシングによる効果測定を用い，個々の特性に合わせ

た空間づくりを支援することを目指します。 

 

3．方法 

（1） 検証の概要 

埼玉県立越谷特別支援学校と共同で，同校に通う脳性

まひ等による肢体不自由児を対象に，安静時とスヌーズ

レン体験時，それぞれの状態で心拍センサを用いた自律

神経データの取得を行いました 3)。 

 

（2） スヌーズレン空間の設計 

会場は，体育館の舞台上や教室などを活用し，サイズ・

照度・音響の条件が同等になるように設定しました。暗

幕で囲った空間に，同校が所有するエアトランポリン（約

3.5m 四方）を設置し，白いカバーで覆って上部からの映

像を投影するスクリーンにして，プロジェクタ 3 台を

使って壁面・床面用の映像と音響を組み合わせ，独自デ

ザインのスヌーズレン空間を制作しました（図 1）。 

 

図 1 スヌーズレン空間のイメージ 

 

（3） データ取得 

検証では，児童生徒が心拍センサを装着した状態で，

①安静 1（体験前），②エアトランポリンのみ（映像・音

なし），③映像・音１，④映像・音 2，⑤安静 2（体験後）

の順に各５分（合計 25 分），体験前・体験中・体験後の

心拍変動の周波数による自律神経機能を比較しました

（図 2）。一般的な評価には，心拍変動の高周波成分（HF：

0.15～0.45Hz）と低周波成分（LF：0.01～0.15Hz）が用

いられ，HF が副交感神経系活動，LF/HF が交感神経系

活動，TP が総自律神経活動（活力）とされています 4)。

その「活力」の変化を可視化し，事前に実施した感覚プ

ロファイリングの結果も併せて，個々の児童生徒の感覚

特性に応じた反応を分析しました。 
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図 2 スヌーズレン体験の模様（映像・音 2） 

 

4．結果 

取得した 40 名以上のスヌーズレンの自律神経データ

を分析した結果，被験者の過半数以上でスヌーズレンに

よる活力値（TP）の増加がみられました。一方で，同じ

スヌーズレン空間でも少数の被験者に活力値（TP）が減

少する傾向も確認できました。 

個人の感覚特性によってもスヌーズレンに対する反応

が異なる結果となりました（図 3）。 

 
図 3 活力値（TP）の変動パターン 

5．教員へのサポート 

分析結果は，教員が授業デザインや教材選択を行う際

の参考情報としてフィードバックしました。教員からは，

「教材使用前後の変化を意識するようになった」「個人に

合わせた指導方法ができるかもしれない」といった声が

寄せられました。 

6．考察 

従来は主観的であった評価を，客観的データに基づく

根拠ある指導へと転換できる可能性が見出されました。 

今後は，個々の特性の情報を整理し，情動変化を可視化

することで，感情や意思の表出が難しい児童生徒に対す

る，適度なスヌーズレン空間づくりを支援します。 

また，生体センシングによる最適化のアプローチは，

スヌーズレンだけではなく，日々の授業や学校生活，さ

らには日常生活まで幅広い場面での応用が可能であるこ

とが分かりました。将来的には，障害の有無にかかわら

ず，企業においても，従業員の健康増進や働きやすい職

場環境等にも応用することが可能であり，その社会実装

の意義は大きいと考えます。 

 

7．おわりに 

本取り組みにあたり，多大なるご協力を賜りました皆

様に心より感謝申し上げます。特に，共同研究にご尽力

い た だ き ま し た 一 般 社 団 法 人 KANSEI Projects 

Committee には，ご知見と多大な労力をお貸しいただき，

深く御礼申し上げます。また，協力校として，検証の場

をご提供くださいました越谷特別支援学校の皆様には，

本研究の実施にご理解と温かいご支援を賜りましたこと，

厚く御礼申し上げます。 
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